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令和元年度宮城県高齢者権利擁護推進委員会会議録（要旨） 

 

 

 １．日時：令和２年２月６日（木）午後３時３０分から午後５時まで 

 

 ２．場所：県庁行政庁舎９階 第一会議室 

 

 ３．出席委員（敬称略） 

    宇田川 佳浩     宮城県老人福祉施設協議会 理事 

    小山 敏政      仙台法務局人権擁護部第二課 課長 

    加藤 千春      特定非営利活動法人宮城県ケアマネジャー協会仙南支部 副支部長 

    小湊 純一(副委員長) 一般社団法人宮城県社会福祉士会 副会長 

千葉 由美      公益社団法人認知症の人と家族の会 世話人 

    土井 勝幸（委員長） 宮城県老人保健施設連絡協議会 理事 

    橋本 治子      仙台弁護士会 弁護士 

 

４．公開の可否 公開 

 

５．傍聴者 ０名 
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１ 開会 

 （事務局） 

本委員会は９名の委員で構成され，本日は７名の出席をいただいておりますので，高齢者権利擁護推

進委員会条例第４条第２項の規定により，会議として成立していることを御報告いたします。 

 また，この会議の議事内容は，情報公開条例に基づき，会議録が県庁地下１階の情報公開センターに

おいて公表されることになりますので，御了承願います。 

 

２ あいさつ 

 

３ 報告 

（土井委員長） 

 当委員会の委員長をつとめます土井でございます。時間どおりの進行につとめてまいりますので，御

協力よろしくお願いいたします。また，当委員会は年に一回の開催となっておりますので，意見交換が

できるよう時間は十分確保してございます。質疑・応答の他に各団体の皆様方それぞれに権利擁護に向

けた取組の御紹介であったりとか，今後の計画等についても御発言いただくようにお願いいたします。 

 それでは，次第に従いまして議事に入らせていただきます。まずは次第の３の（３）の報告につきま

して，事務局から一括して説明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

（資料１に基づき説明） 

 

（土井委員長） 

 ただいまの事務局の説明につきまして，御意見や御質問等ございましたら，挙手の上で御発言をお願

いします。 

 

（小湊副委員長） 

 社会福祉士会の小湊と申します。高齢者虐待の通報・相談件数というところなのですけれども，社会

福祉士会と弁護士会で行っている高齢者障害者虐待対応専門職チームというところの相談とか，この中

でも養介護施設従事者等による虐待というものの相談がどうしても減らないというか，どちらかという

と増えているという傾向があり，本来在宅で，簡単に言えばその専門職ではない家族からの不適切な支

援というか，介護疲れが原因で虐待が起きるというのはやむを得ないというところはあるのだろうと思

うのですけれども，高齢者支援のプロである介護職員等による虐待が減らないというのは一体どういう

ところに課題があると考えているのかなというところが，最近思うところなのですけれども，この中で

みても，件数は減っていますけれども，平成３０年度に「虐待の事実あり」というのは大幅に増えてお

り，その辺の課題についてはどのように考えているのかなということですね。その課題と，そのことに

対する県としての取組みが何かあれば教えていただければと思います。 
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（事務局） 

 いろんな要因があるかと思いますが，この１５件につきまして，市町村の方で事実確認を行った報告

書が県の方に来ておりますが，介護とか認知症といった症状に対する知識が不足している職員が行って

しまうだとか，施設の管理者の方でフォローするというのが不十分であったり，といった要因があげら

れております。 

県の方といたしましては，介護人材の支援の中で，資質向上ということで，認知症については認知症

についての研修もおこなっておりますし，そういった機会を増やすことで，職員の資質向上・レベルア

ップを図ることで介護の技術をアップさせる，という。その中で，そういった理解不足による虐待も減

っていくのかなというところがまず一つ取組として考えております。 

 

（小湊副委員長） 

 その１５件の中で，何が原因で虐待となったのかというとりまとめはされていないのですか。 

 

（事務局） 

 個々の事例について１５件中身はあるのですが，内容については国の方の規定によって公開は差し控

えさせていただいているというところでございますが，やはり一番は認識不足・知識不足といったとこ

ろから発生しているというふうに分析をしているところでございます。 

 

（小湊副委員長） 

 そうですか。 

 社会福祉士会ではないのですけれども，県の事業として今年度各行政の担当と包括の担当者向けの法

律の理解とか具体的な対応について研修を実施されたということで，さらに身体拘束も含めた権利侵

害・虐待対応についてのものも毎年行っているということなのですけれども，そのときに参加されてい

る方の状況を見ると，施設長や管理者，生活相談委員向けという管理者向けの研修であるところに１５

０くらいの御参加はあるのですけれども，その中で施設長である人が参加するというのが１５０人の中

で３人くらいしかいなくて，そういうふうにトップがもしかするとそういうところに出てくるという意

識が高くないといえばいいのか，宇田川委員もみえているので，老施協としてもどう考えているのかと

いうところなのですけれども。 

 宇田川委員は参加したのですよね。 

 

（宇田川委員） 

 老施協の立場ということでは難しいが，私個人としては出席すればよかったのでしょうけれども，な

かなか出席できないというところもありまして，私自身も現場に日に三回はぐるぐるまわっているんで

すね。朝行った時には利用者さん全員，あと来た職員さんにも全員挨拶をして確認をするんですね。あ

とお昼と夕方という形で最低三回は居るときには施設の中でラウンドするのですけれども，実情として

人員不足ですね。これはやはり響いてきているのではないでしょうか。うちの方の登米市あたりはそれ

ほどでもないですが，仙台に近いところとかは人材不足で派遣の方とか外国人の方とかをいれてもなか

なか回らないというのがあって，日々いなければいけないところが結構あるのですね。なので，なかな

か研修にも行けないし出せない。職員さんも含めてですね。なので老施協の研修なんかにもでてくる職



4 

 

員さんの数は減っている。出せないんですね，研修に。そういうような事実がまず一つあるのかなと思

います。施設長自体も結局そういったものに追われてしまう。私もそうなんですけれども，相談員だけ

では対応が難しいというところで，私が直接行くことも多いんですね。うちの施設は看取りもしている

のでそういうことも含めて，何かあれば私も２４時間３６５日行くんですね。そういうなかでいろいろ

対応していますが，施設とか施設の中でなくて実際在宅と分けられない部分もあって，在宅で抱えてい

た問題が，場所が変わっただけで，施設でおきているということもある。そういうことも含めて余裕が

ないという部分も理由の一つにあるのかなと感じています。 

 

（土井委員長） 

宮城県老健協も同じような課題を抱えているというのが正直なところですけれども，そうは言いなが

らも施設の管理者がしっかりとこういった場にでていくであったりとか，こういったことの啓発をしっ

かりとしないといけないと思いますので，持ち帰って理事会にかけて報告したいと思います。 

 

（千葉委員） 

 認知症の人と家族の会の千葉と申します。特に私は自分の両親を在宅での介護ですし，認知症と家族

の会の世話人たちも在宅での介護が多くて，今のお話の中でどれだけの公益だっての話がいえるか心配

ですけれども，実はこの間鹿島台の研修センターでやはりこういった会議を行わせていただいた時に参

加したのですけれども，各施設人手不足でみんなで勉強し合う機会がない，と。そうするとどうしても

抱え込んでしまってそのまま日々流れてしまうので，その不満がそのまま虐待につながっていくのでは

ないかという話もでました。そのときにある施設の方が「私のところでは，仕事が終わったあとに週に

何回か２時間ずつ勉強会を開いている」と。それがすごい人気なんだそうです。だから，勉強会とか研

修会というのは自分たちから積極的にやってほしい。「やったらどうか」という上から目線ではなくて，

自分たちが仕事をする中でどういう風に仕事をしていったら楽しくいい仕事ができるかということは，

自分たちで考えていきたいということで，ものすごく熱心なのだそうです。そういったいい施設がたく

さんあってくれればうれしいなと思った次第です。   

ちょっと意見だけなのですけれども。 

 

（土井委員長） 

ただいまの千葉委員のお話もそうなんだと思うのですけれども，人を集める研修の前に，人手不足が

故になかなか人をだせないという状況が多々あると思いますので，事業所の中で研修を深めていくとい

う場をつくって，そこに人をだしていただくような協力を検討していただくであったりとか，関連団体

としてこうした人材があるよと紹介いただいたりという，こんなやりとりが日常的に行われることが大

事かと思いますのでそこを是非お願いしておきたいと思います。 

 

（宇田川委員） 

 なかなか仙台まで出てくるのって本当に一日がかりなんですよね。郡部の方からだと。なので，私の

方でも登米市で老施協の登米地区の会員施設で勉強会というのをやっているんですね。仕事帰りという

か本当に自主的参加ということでうちの方の施設を会場にやっているんですけれども，会議室が狭くて

２０人くらいしか入れないので２０人くらいを６回に分けるような形で。でも埋まるんですねやっぱり。   
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本当に，悩んでいる，「どうなんだろう」と思っている職員さんは多いし，「なんとかしよう」と思っ

ている職員さんも多いんですね。なので，そういうところも含めて，逆にそういうところに職員さんを

派遣していただいたりとかすると，いいのかなと思います。 

 

（土井委員長） 

他にいかがでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

（土井委員長） 

 では，報告に対しましては以上でよろしいでしょうか。では次に移らせていただきますけれども，次

第の４議題の令和２年度事業計画案について，事務局より説明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

（資料２に基づき説明） 

 

（土井委員長） 

 ただいまの説明に関連して，御意見や御質問がありましたら，挙手の上で発言をお願いいたします。 

 事業計画案ということで，御要望等もあれば反映していただけるものかと思いますが，いかがでしょ

うか。 

 

（小湊副委員長） 

 改めてなんですけれども，今年度の実情として，養護者による虐待に対応するということについては

毎年のように法令の理解をやってはいるんですけれども，どうしても直営の包括と委託の包括との温度

差がまだまだありすぎるということと。あと，県内全域において，「高齢者虐待防止法を活用するための

マニュアル」というよりは，虐待防止法の趣旨に沿わない，「自分たちがやりやすいようなマニュアル」

というようなところになっていたり，せっかくいいマニュアルを作っても，人が変わってあまり役にた

っていないこととかですね。どこの市町村かはこの場で言わない方がいいのでしょうけれども，せっか

く担当者が頑張って作っていって，例えばそのある市では，虐待の通報があったときに「これが重篤か

どうか」ということのまず判断をした中で，包括支援センターと行政と複数名で，要するに包括だけで

はなくてその関係する保健師さんとかと２名体制で訪問して適切に対応する，適切というか速やかに対

応するという体制をとると言ってせっかく周知したらば，担当が変わったらすっかり忘れられてしまっ

たという状況があるとか。あとはコアメンバー会議というもの自体が県内市町村毎に全部ほとんどバラ

バラだということ。マニュアルにも関係するのですけれども，「速やかに」の判断自体がもうバラバラで，

ひどい時には２ヶ月くらい会いにいっていないとかいうケースとかでてきていて，各市町村が責任をも

ってやることなので，各市町村に任せられていることなのだろうとは思うんですけれども，やはり県内

全域どこに住んでいても法律に基づく対応はどこでも最低はやってもらうのは同じなんだというところ

を是非県の方でなんか示していただけるといいのかなということですね。  

特に委託の包括支援センターであると，今度は地域包括支援センターと行政の担当者とのギャップと
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かでてきたりしてですね。ただ，行政の担当の方が「なんとかしないといけない」と思うと，特に課長

さんあたりがそういう風になってくるともう進み方は全然違うので，先ほど言ったように，施設だった

らば管理者が，行政だったらば課長とかそういった方が本当に「なんとかしないといけない」と言うだ

けで全然違ってくるんだなというところがいつも感じているところなので，何かどこかで組み込んでい

ただけるといいのかなというのが一つなんですけれど。 

あともうひとつが，今年度の事例として，養護者による虐待と養介護施設従事者等による虐待の取扱

として，養護者による虐待の場合だと市町村が責任をもって事実の確認と安全の確認を速やかに行うと

なるんですけど，施設の場合だと指定権者というところが関係してくるので，通報は市町村であっても

基本的に権限をもって動けるのは指定権者というところで，大概は県というところになるのかなと。 

ある市町村の場合だと，市町村に通報したはずなのに，市町村の方は自分たちで受けられないからと

警察に回して，警察から市町村の方に戻ってきて，その中の一番デリケートな部分の，「通報があった」

ということがよく分からないようにして入らなければならないところを，「虐待の通報があったので来ま

した」というのを言ってしまったという状況とかですね，そういったことがでてくると，同じ法律の中

で動いているのかなというところがあるので，そういう時にまず，もう県の方もちょっと動いていると

いうのはもちろん聞いていたんですけれども，ただその前の段階で市町村の担当の人が分からないこと

で，本来なんとかなるところを混乱させてしまうというケースもでてきているようなので，ぜひこの初

動についての県のマニュアルとかですね，なにかしら対応しておかないと本当に４月に人事異動で来た

ばっかりで急にそんな話がでてきたりすると，他に確認をすることもなく，ただ普通の感覚で動いてし

まうと大変になってしまうという事実もあったので，なんとかその辺を。 

研修に出てきているところはいいですけど，出てこないところが課題なんだろうと思いますので，そ

のあたりもぜひ必須要件にはできないかもしれないですけれど，なんとか県の方から声をかけてもらう

とちょっと効果が違うのかなと思っていましたので，そのふたつについてお聞きできればな，と思って

おります。 

 

（事務局） 

 確かに権利擁護の方でもそうですけれども，よく市町村でなかなか体制整備が整わない，なぜかと言

えば，先ほどお話しにあったように，担当者が変わってしまったら，せっかくいいところまでいってい

たのに後退してしまったというような話も，家庭裁判所等との打ち合わせの中でてきております。でき

るだけ，今回の権利擁護の研修もそうなんですけれども，そうならないようにきちんと県の方で支援に

入るというのもありますが，その部分をきちんと何らかの形で残しておくなりして，きちんと引き継い

で，戻らないように，そこからまた先へということの対応を考えていかないといけないと思います。そ

れが虐待とちょっと別のところの話になるんですけれども。 

あとは虐待につきましては来年度も研修会等もございますし，施設の方にも，集団指導や実地指導の

方もございますので，そちらのほうでそういった部分もきちんとやっていきたいなと県の方でも思って

ございます。 

 

（小湊副委員長） 

通報があったことを予告してから訪問してしまった市町村があったので，予告したらまずいわけじゃ

ないですか。別話にはなりますけれども，ぜひお願いできればと思います。その辺は橋本先生から少し
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お答えいただけると本当はいいんですけれども。 

 

（土井委員長） 

橋本先生いかがでしょうか。御意見はございますでしょうか。 

 

（橋本委員） 

私は虐待以外でも包括と関わりをもつことがあるのですが，例えば「ああ，なになに包括のなになに

さんとつながったのね。ああ，あなたラッキーだったね」というようなことを思うんですね。「これが違

う包括だったらこの人は救われただろうか」というような思いを抱くことがあり，それは結局個人的な，

技能的なところになっちゃっていないかなというのがあって。ただ，まあそういう方がいると，組織自

体がとても底上げはされるので，そういう人がいるとそこの組織自体はまあいい感じになるのかなとは

思うのですけれど。 

結局そういう経験とか，まあ誰しも始めは経験がないんですけど，感覚とかですね，察知能力とかそ

ういうのってやっぱりいないとですね，なかなかそこがいつまでたってもあがらないというのがあって，

先ほど小湊さんもおっしゃったんですけれども，結局どこに住んでいるかによってその方のその後の生

き方っていうか生活がだいぶ変わってしまうというのは非常になんか恐ろしいことだなあというふうに

思うことがあり，まああとは小湊さんがおっしゃったことと私も同感です。 

 

（事務局） 

今お二人から指摘があった内容が非常に大事な内容だと思っております。まず一点目の，その包括に

よって温度差があったり，市町村によって対応が違うのではないかというところで，小湊委員の方から

市町村の課長レベルの理解があると対応が全然変わってくるというところでございましたので，今まで

県でも包括支援センターの研修でありますとか，あるいは市町村の担当職員向けの研修はしておりまし

たが，事業計画としては予算が伴わないので載せておりませんでしたが，この権利擁護虐待対応の件に

つきましては，対応を強化していきたいと考えておりまして，来年度県の方で市町村の担当課の方を訪

問して，高齢者虐待の取組についての意見交換といった取組をしていきたいと思っておりました。 

予算が伴わないので事業計画へはのっておりませんでしたが，そういったことで，市町村の方の意識

をあげていくようなことをしていきたいと思っておりますし，その中でその市町村の方から現場で困っ

ているようなお話を聞けるかと思いますのでそれに対応した取組を，今後考えて行きたいと思っており

ます。 

それから，施設の指導なり監査に入るような時に予告していくというのはちょっとそうなんですが，

なかなか人事異動の季節がありますと分からずにやっていらっしゃる方もいるかと思いますので，マニ

ュアルであるとか取扱につきましてですね，年度当初だとバタバタする場面もあるかと思いますので，

もし可能であれば３月とかの段階で「人事異動の際は，虐待対応少なくともこれだけは後任の方にひき

ついでください」といった注意喚起ができないのかということで検討していきたいと思います。 

 

（小湊副委員長） 

市町村によって違うというのも，もうひとつ大きいのがあって，虐待の対応をした中でコアメンバー

会議をして方針を決めて自治体に関わってその後の支援の方針というのをみんなで話し合ってというこ
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とで，その後どうなったかそれを決めてやるのはいいんですけど，その後どうなったかとかこれは終結

にしていいのかとか，ということの担当者の会議というのを行っている市町村が意外と少ないんですね。  

実務者会議とかいろんな言い方をするわけなんですけれども，そのあとのモニタリング会議というの

でしょうかね，やっているところだと大崎市の課長が変わって体制ががらっと変わったんですよ。全部

対応できるようになって，全部言ってくれて。その後のフォローアップの会議もしているし。富谷市も

やっていますね。大和町もやっていますね。 

そういう風に関係者が集まって「終結とする」のか，「もっとなにかしなくてはいけない」のかという

フォローアップ会議も何カ所かやっていますが，やっていないところが多すぎるので，そこら辺も法律

の中で，例えば通報を受けたときによく分からない人だけで話すのではなくて，「協力するものと話し合

った上でやる」といったときに，「協力するもの」が定められていない市町村がいっぱいあるし，だから

難しいことではなくて，普通に虐待防止法になっているところを一個一個やっていくだけでいいんだろ

うと思うのですけれども。 

そのあたり，細かい話になりますけれども，実際の場面では大変必要なことになりますので，もし伝

えるとなれば，「法律の中のここは最低限なんですよ」ということを言ってもらうといいのかなという風

に思います。 

 

（土井委員長） 

基本的には市町村の標準がバラバラということがあるのであれば，標準化を図るために研修であった

りとかマニュアルというのが活用されるのでしょうけれど，それが有効に機能していないのであるなら

ば，やはり県として強いリーダーシップを発揮してほしいというこんな御意見かと思います。あわせて

それに対して県としても研修，マニュアルだけではなくて市町村をまわって膝をつきあわせるような取

組を今後検討していくとのことでしたので，そこを是非お願いできればと思います。 

加藤委員，ケアマネジャーとしてのお立場から何か御意見などございますでしょうか。 

 

（加藤委員） 

ケアマネジャー協会の仙南支部長をしております，加藤と申します。よろしくお願いします。 

まず，仙南の取組としてなんですけれども，先ほどあった法律が分からないというところで，弁護士

の先生から研修をしていただいたりとか，介護という専門の仕事をしているにも関わらず，なかなか病

気とか障害の理解とかについて学ぶ機会が少ないので，そういうところの勉強をしておりますが，やは

り，意識の高い方はそういった研修に出てくるんですけれども，「したほうがいいよね」っていうところ

のほうがなかなかでてきていないかなっていうのは，出席の名簿を見ていると特にグループホームさん

なんかはなかなかでてこれていないのかなっていうところがあります。 

来年度からはケアマネジャーだけではなく介護スタッフの方にも参加してもらえるような研修を開催

したりとかしております。 

あとは，ケアマネジャーでいうと，その地域包括支援センターのスタッフの勉強会もそうですが，事

例検討を通してやっていらっしゃるようなんですけれども，なかなか一緒に対応する市町村と話し合っ

たりとか，一緒に動くという市町村とそうではない市町村が両極化していて，「対応したことがない」と

いう包括のスタッフもいたりするようなので，もっといろんな職種と検討しあうという機会があればい

いと思うのですけれども，なかなかそういう機会もないので。 
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（土井委員長） 

法務局の小山委員の方からも何かありましたらお願いしたいと思いますが，いかがでしょうか。 

 

（小山委員） 

機会をいただきましたので，法務局人権擁護機関の立場としての取組ということを御紹介させて頂い

て，発言に変えさせていただきたいと思います。 

人権擁護機関の方では，高齢者にかかわらず国民の皆様の人権尊重・意識の普及という面で３つの柱

の取組をしているのですけれども，ひとつは人権相談ということで，人権にかかわらず様々な相談を受

ける機会ということで，法務局や市町村の特設相談の方でお話をきいて様々な悩みやトラブルによりそ

った対応をしております。 

また，調査救済という取組があるのですけれども，その中で，人権侵害の疑いがあるという事案があ

れば，国の機関として中立公正な立場で人権侵害を排除するための解決に導くための取組をしておりま

す。具体的には侵害を受けたという方からの申告を受けまして，そこで相手方の方に任意の調査をさせ

ていただいて，様々な証拠を収集した上で人権侵害という判断にたてば国として説示ということで人権

侵害を排除していただいたり，または再発を防止していただいたりということをお話させていただいた

り，あるいは高齢者の事案であるとすれば，施設の長に対して再発防止策の要請を行ったりということ

を行います。これに関しては相談者の申告のみならず，マスコミ等の情報があった場合にも私どもの方

で人権侵害の疑いがありそうだということであれば調査に入る場合がございます。人権侵害という判断

基準なのですが，各種法律とか裁判例，そういったものと照らし合わせまして，違法だという判断にい

たったものにつきまして先ほどのような対応をしております。 

また，その他に啓発活動ということで，人権教室を行ったり，さまざまな啓発グッツを配布したりあ

るいは講演会を開いたり。まあそういったことを行っているのですが，特に老人福祉施設等においては

ですね，私どものほうで施設の方々，そこで働いている方々あるいはご家族の方々を対象に人権教室と

いうことをおこなったりしております。また，なにかそこで相談があれば相談ということで，承ってお

ります。そういったことを通じまして，人権擁護の普及・啓発等に取り組んでいるという状況でござい

ます。以上でございます。 

 

（土井委員長） 

私も勉強になりました。法務局というとちょっと距離があったのですが，そうでないということが分

かりました。 

千葉委員，せっかくの来年度の事業計画案になりますので，家族の会としてこういうことを反映して

もらえないだろうかという御意見等ございますでしょうか。 

 

（千葉委員） 

家族の会としましては，電話相談というのをしております。全国４７都道府県全部の支部でやってい

るのですけれども，最近の傾向として，「非常によく勉強されているんだけれども解決に結びつかなくて

どうしたらよいか困っている」と。そういった方々のお話を聞いていますと，兄弟・親族と仲が悪いん

ですよ。本来だったらみんな仲良く話合っていい方向に解決策を見つけてもっていけばいいのに，なん
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でそんなに仲悪いのかと思うくらい仲が悪い。「そういう風な場合ですと，成年後見制度というのもあり

ますけれど」とお話すると，「それは十分承知の上で勉強もした」と。ところが「内容が良く分からない」

と。それと週刊誌で，成年後見制度は悪法であるというようなことが言われていたりしてですね，その

悪法というのが，どことどこが悪くて悪法なのかという発信はなくて，ただ単に，こういうひどいこと

があったという風な情報ばかり流れる訳ですね。そこのところをもう少し解決していただかないと，成

年後見というのはただ法律的に一人歩きしているような感じがします。特に何もしてくれないのにお金

ばかりとるとか，ろくに話をきいてくれないとか，相談の箇所ではないので，相談はまた別のところで

してくださいということなのでしょうけれども，家族の会としてはすぐ解決を求める人たちがとても多

くなっているんですよ。昔と違って「何にも分からないので教えてください」という事ではなくて，「こ

んなに勉強したけれども分からないから，すぐ解決できる答えをくれ」ということをおっしゃられるの

で，成年後見制度に関してはもっと分かりやすい内容で本当に必要な人に使えるような制度にしてほし

いなと思っております。 

 

（土井委員長） 

ひとつの提案として申し上げますと，なにか国の施策として検討できるものがあればご検討いただけ

ればなと思います。 

橋本先生の方からなにかございますでしょうか。 

 

（橋本委員） 

介護職員の確保として，県としてどんなことをやっているのかというのはあるんですか。これから介

護事業に来てみませんかみたいなところで，県で確保というかそういうのでやっていることはあるんで

すか。 

 

（事務局） 

全産業の課題としてある部分でもあるのですが，特に介護職については今後需要が高まっていくなか

で，何千人規模での不足が見込まれているという状況があると。そういった中でいろんな形で各年代の

部分で行っているのですが，例えば介護職に進みたいと思う中学・高校生・大学生向けの活動の部分。 

また，例えばその労働環境を改善するために専門性がない部分の仕事を元気な高齢者の方に介護助手

として入っていただいて，その部分の労働部分を軽くして，介護職の方が活動しやすくするような活動

を今年度やったりしています。 

それから昨今外国人に関して言えばＥＰＡの協定での受け入れとか技能実習生という部分もありまし

たけれども，それほど数が現状多くはないのですけれども，いろんな制度もできてきまして，その辺も

考えていかないといけないといったところです。 

またその沿岸部に関していえば初動の部分ですね。これは震災復興の観点での初期の職員の養成，つ

まり研修を受講させる部分での負荷を軽減するような助成措置などもおこなってきているところではあ

るのですけれども，なかなか不足が解消するという状況までには至っていないところがございますので，

来年度以降も強力に進めないといけないということで今来年度の計画をつくっているところでございま

す。 
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今までの虐待の話の中でも，職員の負荷が高まることによって施設内での高齢者虐待が起きていると

いう事実も確かにある。その部分で何が原因かというと職場環境が仕事をする方が足りなくて起きてい

るということもあるかと思いますので，そもそも介護人材不足という問題がある中で，その解決をする

ことによって今回の高齢者権利擁護という観点でも問題が解決されている可能性があるのかなというふ

うには考えているところでございます。 

 

（小湊副委員長） 

人材不足という話があったんですけど，前に厚生労働省の事業を担当させてもらった時に，「身体拘束

とか虐待を行っているというのと，人が少ないというのは比例しない」と。少ないから虐待とか拘束が

起きるというものではないというのは明らかだったので，いっぱいあるところでもやっているし，ない

からやるというわけでもないので，別のところに課題があるということですね。 

そのあたりでいうと，入ってから職員として雇い入れてから，どれだけ一人一人の教育に時間がかけ

られるのかという。我々ずっと虐待の対応で入っていっても，施設の中で虐待がある時にはだいたい共

通点があって，「職員一人一人が大切に扱われていない」という共通点があるので。確かに上司から大事

にされていない職員がはけ口として利用者にいくのは心情的に理解できるので。そういうところも含め

て，宇田川さんのところのように専門職で施設長をやっている方はいいんですけれども，そうでないと

ころはいっぱいあるので。新潟あたりの研修に行くと，施設長の参加率が２割とか３割になっているの

ですが，宮城にくると，がくっと減るので，これがなんでなのかというのをぜひ老施協にいるうちに分

析していただければと思います。 

 

（土井委員長） 

老健協も老施協も，地域の小さな地域密着のところもそうでしょうけれども，人が確保できないとい

うことはこれからずっと続いていくことだと思いますので，その中で効率化を図っていくＡＩであった

り，ＩｏＴロボット，それから高齢者の方々の御支援をいただくような高齢者雇用であったりと，様々

な手立てを講じてく中で解決といいますか，少しでも解決に近づけていくという取組を私たち自身もや

っていかないといけないのだと思います。 

実は今も，県の事業の中で高齢者雇用の方を進めてやっているわけなんですが，非常に効果的である

ことが間違いないということが実績としてあがってきておりました。ただ一方で，夜間帯を含めたフル

ローテーションの勤務ということで，夜をどうカバーするのかということは非常に大きな課題になって

いますので，こればかりはなかなか他の手立てが見つかりにくいところがありますから，若い方々の人

材の育成ということは重要だと思いますし，行政と一体となって進めていければと思っております。 

宇田川委員の方から関連してありますでしょうか。 

 

（宇田川委員） 

もちろん人手不足もあるんですけれども，一番は研修とか教育が重要な部分だと思いますし，あと他

の仕事と比較して，ある意味ちょっと特殊な部分はあると思うんですね。２４時間３６５日，人のプラ

イバシーに限りなく近く関わっていくという。なので，普通の感覚も必要なんだけれども，普通じゃな

い感覚，プロとしての感覚というのも，この仕事の特殊性というのもきちっと持った人を育てないと。

それが中途半端になってしまっている部分があるのかなと思うんですね。なので，そういったところも
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含めて最初にそういったことを説明していきたいなと思っています。 

あとは，私今宮城教育応援団というのにうちの施設ではいっていまして，小中高と職場体験でもなん

でも来ていただいているんですけれども，そのときにもそのことは言うんですね。やはり能率とか効率

とかだけではない部分というんですかね，本当にこの最低限守らなくてはいけないものを，税金とか保

険料とか使ってやっているというところもあるので，きちっと小学生・中学生のあたりからも伝えて，

そういうことをやってみたいという子を引っ張り上げたいなというところでやっているんですけれども，

そこが一番大事なのかなと思っています。 

 

（土井委員長） 

事業計画案とは少しそれましたけれども，大事な御指摘・御意見が多かったと思いますので，反映し

ていただければと思います。他になにかこの事業計画案に対してご意見等ありますでしょうか。 

 

（千葉委員） 

人材不足に関してなのですけれども，最近外国人をいれようというようなことが新聞等でもでていま

すけれども，私は１２年間日本語教師をしていたんですね。その観点から見ますと，日本語はそんなに

簡単なものではないのですね。外国から連れてきて３ヶ月や６ヶ月で上手になるのではなくて，日常の

「こんにちは」「さようなら」は言えても介護の難しい単語に関しては「私でも分からないのに」と思う

わけですよ。この間ある講演会に行ったときに，外国の方が，「日本語はある程度わかるようになっても

方言がわからない」と。まさに宮城もおじいちゃんおばあちゃんの方言が分からなかったら介護の意思

の疎通もできないのではないかと。そういうことまで教えてくれる日本語学校は知りません。そういう

こともあって，色々な視点から見ていかないと，誰かをどこから連れてきたから済むわけではないとい

うことをきちんと考えていただきたいと思います。 

 

（土井委員長）  

貴重な御意見ありがとうございました。 

 

（事務局） 

人材不足の解決を単に外国人を連れてきたから解決できないという部分は我々もそこは承知していま

して，当然日本語まさに先ほどあった「方言が～」というのは国際化協会さんにお願いをしてやったセ

ミナーであった話かなと思います。日本語をせっかく覚えてきたけれども，例えば「ひゃっこい」と言

われても分からないと。たしかにそういう話がありまして，そういう言葉のコミュニケーションが重要

な職であるのも事実ですので，当然役割としてどこを重点的に担うかとかいろんな課題があるとは思い

ます。  

ただ，現に外国人の方も活躍している事業所もあったりすると。そういったなかで適材の部分にはな

るかなと。単に外国の方をたくさん連れてくれば解決できる問題ではないと。そういったことも肝に銘

じながら人材確保・人材育成・介護職のイメージアップですね，そういったところに取り組んでいきた

いと考えております。 
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（土井委員長） 

私の施設でも中国人の方１０年目の方お一人いるんですが，技術的な面ではある程度完全にクリアし

ていきますね。お話も時間が長くなればある程度は適応してくるんですけれど，絶対適応できないとこ

ろがあるんですが，これが日本語で記録を書くということですね。専門用語で。これに関しては，母国

語で話せば介護の専門用語で記録がでてくるようなソフトも開発されているようなので，様々な道具を

うまく活用していきながら，お迎えすべきものはお迎えしていくというような関係をつくっていかなけ

ればいけないと思っております。 

 

（小湊委員） 

今回の高齢者権利擁護推進委員会となっていますけれども，高齢者といっても，ただ年をとっている

から虐待というわけではなく，高齢になっていろんなことができなくなってきているから虐待を受ける

可能性が高いので，高齢と障害という垣根を取り払ってなにか一緒にできるようなことにつながるとい

いかなと思います。市町村は石巻市だけが虐待防止センターという形でひとまとめに扱っています。そ

うでないと障害と高齢と別々に２回やらないといけない。同じ，人のお世話をするという，人との関わ

りのある仕事となってきたときに，分ける必要はないのではないかと思います。何か一緒にやる機会が

あるのであれば，来年度難しいかもしれないが，やってもらえればと思います。 

 

（土井委員長） 

時間も押してまいりましたので，最後にこれはというのがあればお願いいたします。 

 

（意見なし） 

 

（土井委員長） 

よろしいでしょうか。それでは業務計画について御議論いただきまして，ありがとうございました。

令和２年度事業計画案に関しましては，ただいまの御意見を参考としていただくことを前提として了承

していただくということでよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

（土井委員長） 

では了承いただきましたので，よろしくお願いしたいと思います。 

それでは以上で議事を終了し，進行を事務局へお返しいたします。 

 

（事務局） 

土井委員長，議事の運営ありがとうございました。本日皆様から頂戴いたしました御意見，御提案を

ふまえて，来年度も取組を進めてまいりたいと考えておりますので，どうぞよろしくお願いいたします。 

 なお，最後になりますが，委員の皆様の任期が令和２年６月２１日までとなっております。長きにわ

たり御出席・御意見をいただきありがとうございました。来年度は当委員会の開催に合せて委嘱替えの

手続きを進めていく予定です。改めて皆様が所属されている団体に推薦依頼等をさせていただきますの
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で，よろしくお願いいたします。 

 本日は御多忙のところ，御出席いただき誠にありがとうございました。 

 これをもちまして，令和元年度高齢者権利擁護推進委員会を終了いたします。本日はありがとうござ

いました。 


